第６回 市民と市長のふれあいトーク
 報告書（要点）
日　時：令和元年６月１日（土）午後１時から３時
会　場：市役所812会議室
テーマ：「防災意識を高めるために　～くらしの中の防災～」
出席者：防災活動に従事している市民11名
　　　　（消防団、地域防災ネットワーク、マンション自主防災組織、防災推進員、地域防災会、NPO法人、東京消防庁災害時支援ボランティア等に所属）

傍聴者　５名
市長、防災安全部長、防災課長、市民活動担当部長
１　開会
２　意見交換
（１）従事している防災活動の中で見えてきた課題など
　・青少年の健全育成の観点では、ハード（道沿いの古い塀の修理など）、ソフト
（災害時の隣近所の子どもの見守りなど）両面からの取り組みが必要。
　・消防団について、ハード面では消防自動車を始めとした資器材のさらなる充実、
ソフト面では団員の訓練等の取り組みが必要。
・防災訓練への参加者は同じような方が多く、子育て世帯の方などになかなか来てもらえない。子育て世帯への防災をチームを組んで進めたい。
　・マンションで、貯水槽タンクに給水用の蛇口をつけることを進めたいと考えている
が、武蔵野市ではメーターをつける必要がある。自治体によって様々で、メーター
をつけない方法もあれば、助成金が出る自治体もある。
・スタッフの高齢化、マンネリ化、世代交代は共通した課題。
　・防災訓練は災害が起こると参加者が倍増するが、平常時はなかなか集まらない。

夏は体育館も40℃を超えるので、扇風機や冷房等暑さ対策も必要になってきた。
・避難所に集まるのでなく在宅避難し、そのケアをするという方法も進めている。
　・商店街として活発な取り組みがあまりなく、今後地域の商業の活性化のイベント等
で、防災のコーナーを作って市民に認知してもらうということも必要かと思う。

・組織運営においては、高齢化や仕事の傍らであることからなかなかテンポ良く進まない、また地域の多様な主体との連携がとれないのが悩み。
　・避難訓練を行う中で、避難所の住み分け（階段が多い四中は健康な方、高齢者や障
害を持った方は大野田小というように）が必要とわかった。

・一人の役員が色々な役を担っているため、何かことが起こった時、どの立場で動いたらいいのかということが問題になるのではないか。
　・被災して避難してきた大勢のお母さん方と活動した経験から、日頃の備えの大事さ
をもっと伝えていきたい。特別なことでなく日常生活の中で子どもと一緒に防災力
が底上げされるようなことができないか。
　・3.11の際、幼稚園のボランティアで救援物資を送ろうという声掛けをした時に多
くの人から物資が集まった。何かしたいという気持ちは皆持っているので、気軽に
参加できるものがあるとよい。
　・駆け付けた人が避難所を開設運営できるようなマニュアル作りが必要。武蔵野市はマニュアルについては遅れているのでは。

　・日中地元にいて動ける中学生に対して、応急手当等いざという時役に立つ知識や

技術の教育を進めてきた。今では小学校でも始まっている。
・地域の細かい情報は大きなメディアからは流れてこない。日々地元のまちの人が情
報を寄せることが防災についての情報ネットワークになる。
　・仕事等で忙しくて地域の活動に参加するのが難しい30～40代の方にも参加しても

らえるよう、理解と広報活動を進めていきたい。

　・自助といっても、要支援者や外国人もいるので、自助ができるための情報や環境を
ある程度は整えていかないといけないのでは。

　・学校での救護講習やおまつり等での広報活動を行っているが、特に興味を持ってい
ない人に対して、興味を持てるきっかけを作るような活動を地道にしていきたい。
（２）自助、共助、公助における課題

①災害時の備え、トイレ等について
市長　トイレについては、従来の汲み取り式の防災トイレ数台では、現実的にすべての人が用を足すには厳しいと思っており、自助として携帯トイレの普及をぜひ進めたい。食料、水、携帯トイレを３日分（救援物資等が届くまでの間）各自備えてほしいことを広報していきたい。避難所に行くよりも在宅できればその方がリラックスできる。食料等は非常用の特別な物でなく日常用のストックとするなどして、日常生活の中に取り込んでいく方法がよいのではないか。
貯水槽に蛇口をつける取り組みについては、仕組み作りを考えていきたい。

・災害時にトイレを使う場合、下水が安全でないと流せない。お風呂場のお湯を残しておいてそれを流せばよいと言われていたが、してはいけないということがわかってきた。トイレにカバーをかけて凝固剤をかけて確保して、ベランダに置いておいて後でごみに出すなど具体的な話をもっとあちこちでしていただけるといい。
②防災訓練やイベントに、興味のない人にも来てもらうためには？
市長　アウトドア用品は防災にも適しているということで、アウトドアの分野とコラボすると防災に興味のない人、若い人も呼び込めるのでは。
・ハイゼックス（高密度ポリエチレンの炊飯袋）を使ってホットケーキミックスの蒸しパンを作るなど、普段のおやつにでもやってみたら、それが防災訓練になる。非常持ち出し袋に何を入れるか、などを話し合うのも楽しい。
・マンションの防災訓練に参加してもらう試みで、防災クイズが好評だった。点数によって景品（防災用食料など）を出す。

・三鷹市の防災マルシェで、「防災だんごむし体操」をやっていた。防災のゆるキャ
ライベントもよいのでは。若い世代が面白そうと飛びつくようなものがよい。
③施設整備について

市長　小中学校の体育館のエアコン整備については、昨年度に第五小、第一中、第五中の体育館に冷暖房機をつけた。今年度残りの１５校につける予定。
非常電源がとれるのかについては、現在、クリーンセンターで発電した電気で、市内のすべての学校の夜間電力を賄うようプロジェクトを進めている。
学校施設のバリアフリー化については、今後学校の建替の際に、バリアフリーや、人数や機能に応じて建物を変えられるといった観点など、防災意識を持って建替を行っていきたい。
④避難所の運営、マニュアルについて
・避難所が遠い地域があるため、各町目に緊急集合場所（避難所の出張所のようなもの）を作っている。例えば高齢者の家族の場合など話を聞いたり対応を検討する。
・小学校の児童保護者に対して、事前予告なし当日通知の引き取り訓練を行ってみた。
・市で用意している避難所運営マニュアルは読み込むのが大変で、避難してきた人がいきなり見ても何もできないと思う。まず来たら何をする、何がどこにあるというのを明確に、大きな文字で箇条書きにしたものを作ってはどうか。
・避難所運営協議会でもマニュアル作りに苦労し、ゼロから作るのは時間がかかって大変なので、他の協議会のマニュアルをいただいた。

・避難所運営ゲームの勉強会は面白かった。
・避難所運営組織同士の情報交換会を開いてもらって、悩みを話し合えるとよい。
　⑤その他

　・市内に多数ある消火器のボックスを利用して広報するなど、既存の物の活用を考えてはどうか。

３　閉会

